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庖
に
入
る
と
、
ヒ
ノ
キ
・
の
香
り
が
い
っ
ぱ
い
に
漂

っ
て
い
ま
す
。
西
入
さ
ん
は
神
具
及
び
家
具
の
製
造

で
こ
の
道
四
十
年
。
神
具
は
、
神
棚
の
神
殿
か
ら
結
婚

式
場
の
神
殿
・神
具
の
一
式
ま
で
手
掛
け
て
い
ま
す
。

作
業
は
「
ま
ず
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
」
と

語
る
よ
う
に
、
寸
法
を
決
め
る
段
階
が
重
要
。
主
に

伝統を守る③
神具の製造

手
先
に
す
べ
て
を

-
西
入
芳
則
さ
ん
(六
十
歳
・
新
田
)
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使
う
木
は
ヒ
パ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
。
作
業
を
始
め
る
と
、

一
日
じ
ゅ
う
ほ
と
ん
ど
休
ま
ず
に
や
っ
て
い
る
そ
う

'u-』
・
し

で
す
~
特
に
「
裳
階
(
屋
根
の
つ
け
根
)
の
部
分
は
、

く
ぎ
が
打
て
な
い
か
ら
手
聞
が
か
か
る
ん
で
す
よ
」

と
苦
労
の
程
が
う
か
が
え
ま
す
。
た
ま
に
、
近
く
の

神
社
に
立
ち
寄
っ
て
、
神
殿
の
造
り
を
研
究
し
た
り

も
す
る
西
入
さ
ん
。
最
後
に

「と
に
か
く
、
お
客
さ

ん
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
品
を
作
る
こ
と
を
心
掛
け
て

い
ま
す
」
と
諾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

一 有線テレビで日曜日に放送ー

(サふデーうえだ)
市政に関するお知らせをお届けしています

2・3市政トピックス
市の施設を見る会上田城跡の発掘

4・5
6・7

秋の叙勲受章者 水道の凍結防止

お知らせア・ラ ・カ・ル ・卜

毎週日曜日、どうぞご覧ください/

上回ケーブルビジョ ン(UCV)で放映
i: お知らせ号】|



扇
面
下
一
ピ
一
竺
ク
天

/戸

同
rg
ゾ噂

改ま
普 し 十
がた月
目 。下

的同句
で調か
J査 ら
?は上
回、田

が上城
初日跡
め城の
て跡発
V) グ〉 ま理

事 ま部は二初査なの 写 の本子復調
下 し分、のにがど入 真 丸丸三元査
段 たが石丸調進五 1) ・北東玉整が
に ( 確垣北査行か口城虎虎九備着
1 関 認の虎さ中所部跡口口湖と手

連 さ栂 口 れ 。で分北 ( や望号:さ
記 れ石でた最調 ) 側 11 二句観れ

復
元
に
夢
ふ
ぐ
ら
仁
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上
回
城
跡
公
園
の
整
備
に
伴
う
発
掘
調
査
が

2

十
月
二
十
三
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
調
査

訪

地
点
は
、
二
の
丸
北
虎
口

(陸
上
競
技
場
・遊
園

ゆ

地
側
の
北
の
入
り
口
)
・本
丸
東
虎
口

(南
櫓
と

創

北
櫓
の
聞
の
本
丸
入
り
口
)
・
本
丸
堀
な
ど
で
、

た
い
せ
き

そ
れ
ぞ
れ
の
遺
構
の
確
認
や
堀
の
堆
積
状
況
調

査
を
主
に
、
城
跡
整
備
の
基
礎
的
デ
ー
タ
を
得

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

北
虎
口
の
調
査
で
は
、
古
図
に
み
ら
れ
る
入

り
口
正
面
の
蔀
塀
台
(
し
と
み
べ
い
だ
い

)
と

呼
ば
れ
る
石
積
跡
の
根
石
部
分
の
巨
石
列
な
ど

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
本
丸
東
虎
口
に
は
、
か

つ
て
櫓
門
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
の

調
査
に
よ

っ
て
礎
石
な
ど
の
遺
構
が
ど
の
程
度

確
認
さ
れ
る
か
に
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
伴
い
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
き
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課

(内
線
1
7
2

2
)
 

。ぐら

本丸東虎口・櫓門の復元予想図
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十
月
二
十
七
日
・
同
二
十
八
日
、
上
田
市
消
費
生

活
展
が
中
央
公
民
館
と
働
く
婦
人
の
家
で
開
か
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
消
費
団
体
や
生
活
協
同
組
合
、
企

業
団
体
ほ
か
多
数
の
団
体
が
出
展
。
ま
た
、
空
き
缶

圧
縮
機
の
実
演

(l
写
真
右
)
な
ど
興
味
深
い
コ
|

ナ
ー
も
あ
り
、
お

お
ぜ
い
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

空
き
缶
圧
縮
機
も
登
場

|

|
消
費
生
活
展
|

|

@ 

市の動き

気
合
川
十
凶
p

・
柿

合
珂
け

y
'
"
J
J
A

、，

k
p
T
ノ

市民総合体育大会の一環として、綱引きの部が11月

4日、市民体育館で聞かれました。男子の部、女子の

部、男女混合の部などに 7チームが参加。どの試合も

白熱した好ゲームで、盛り上がった大会となりました。

1日 平成2年度国勢調査調査日

3日 全国都市問題会議 (北海道、 -4日)

6日 上回西ロータリークラプ国際ロータリ

ー加盟認証式 (市民会館) ソフトボール

北信越大会開会式 (市営球場、 -7日)

7日 加舎白雄 200回忌法要 ・全国俳句大会

(大輪寺)、句碑除幕式 (二の丸通1))

8日 市民と市長の日 室賀坂城停車場線期

成同盟会総会

9日 全国市長会理事会

10日 第4図上回古戦場ハーフマラソン大会

11日 北陸新幹線県協議会陳情

12日 全国消防操法大会(横浜市、上田市消

防団第一分団が初優勝)

16日 県営ほ場、塩田西部地区竣工記念碑除

幕式 (手塚)

17日 監査結果報告書提出 第49回北信越都

市収入役会総会 (創造館)

18日 「塩田平を歩く会」上越市訪問の旅出

発 (-21日、 10人)

19日 うえだ産業フェア (市民体育館周辺、

-21日) 産業経済活性化シンポジウム(文

化会館)

23日 北信越市長会総会(福井県)

24日 北陸新幹線関係都市連絡協議会

28日 姉妹都市鎌倉市と交流会

29日 信州大学繊維学部創立80周年記念第12

回繊維研究発表会 上小地域広域行政事務

組合議会 上回地域保健環境施設組合議会

30日 市議会全員協議会

伸
び
よ
う

伸
ば
そ
う

青
少
年

日
月
は

4 

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

十

一
月
一
日
i
三
十
日
は
、
全
一
国
青
少
年
健

全
育
成
強
調
月
間
で
す
。
こ
れ
は
、
青
少
年
が

社
会
に
お
け
る
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

豊
か
な
情
操
と
創
造
力
を
養
い
、
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
青
少
年

の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動
を
集
中
的
に
推
進

す
る
も
の
で
す
。
県
、
市
で
は
こ
の
月
間
中
、

①
広
報
活
動
の
促
進
②
青
少
年
の
社
会
参
加
活

動
の
促
進
③
地
域
の
青
少
年
育
成
活
動
の
促
進

④
健
全
な
家
庭
づ
く
り
の
促
進
⑤
学
校
に
お
け

る
生
徒
指
導
の
充
実
な
ど
に
重
点
を
お
い
て
い

ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

市民と市長の臼
12月1日(土)

午前9時~正午

青
少
年
課
(内
線
1
7
3
2
)

市長室

(市役所3階)

16 11. 広報うえ定2.[31 



人
がれ

ω
賞
に

政
府
は
、
平
成
二
年
秋
の
叡

勲
受
章
者
〈
十
一

月
三
日
伺
け
)

を
発
表
し
ま
し
だ
。
上
田
市
で

は
、
次
の
六
人
の
皆
さ
ん
ガ
受

章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
だ
。

受
章
に
際
し
て
、
喜
び
の
「
ひ

と
こ
と
L

を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し

ま
す
。

秋

a叙
勲

-
熱
四
等
瑞
宝
章

多国忠正勺

(77歳浦野)
l白川西村長

旧
川
西
村
長
の
わ
た
し
一
人
が
い
た
だ

く
の
は
臨
・
し
訳
な
い
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も
健

康
に
気
を
付
け
、
高
速
交
通
網
の
発
達
に

よ
る
地
方
の
発
展
を
心
か
ら
期
待
し
て
、

世
の
中
の
変
化
を
こ
の
目
で
見
届
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

4 
綿貫隆正勺

(~歳秋和)
元公立高校長/

思
い
が
け
な
い
受
章
で
、
と
て
も
光
栄

に
思
っ
て
い
る
。
教
育
と
い
う
も
の
は
、

一
日
や
二
日
で
成
果
が
表
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
厳
し
い
な
か
に
も
思
い
や
り
の
あ

る
教
育
を
心
掛
け
て
き
た
。
周
囲
の
か
た

が
た
の
力
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
栄

誉
を
、
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

-
ひ
と
こ
と
イ

b
qピ
2
1

南波常樹さん

(78愈口上岡市塩田平土地|
改良区理事長 j 

土
地
改
良
事
業
は
、
終
わ
り
の
な
い
仕

事
。
仕
事
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
話
が

円
満
に
運
ば
れ
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
。
そ

の
点
で
は
、
事
業
も
順
調
に
進
み
、
わ
た
し

は
た
だ
皆
さ
ん
の
応
援
に
支
え
ら
れ
て
、

長
い
間
じ
ゃ
ま
を
し
た
よ
う
な
も
の
。
今

回
の
受
章
で
は
、
と
て
も
恐
縮
し
て
い
る
。

-
勲
六
等
単
光
旭
日
章

白
3-

高松力雄九

l~歳北開町)元上小広域行政
事務組合消防司

令長

昭
和
六
十
一
年
南
部
消
防
署
を
退
職
す

る
ま
で
三
十
九
年
あ
ま
り
奉
職
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
年
齢
的
に
も
若
い
の
で
、
「
ま

さ
か
叙
勲
が
」
と
自
分
を
疑
が
っ
た
。
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
、
消
防
職

員
や
周
り
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
た
だ

感
謝
す
る
ば
か
り
。

-
勲
六
等
瑞
宝
章

んp
z
山
防

主
E

房
消

文

上

楠

山

歳

以

長

{
目
仰
ほ
咽

、.
'E

・4
J
 

昭
和
二
十
五
年
に
入
団
し
、
約
三
十
三

年
団
員
生
活
を
送
っ
た
。
歴
代
の
団
長
と

し
て
は
、
わ
た
し
が
幸
運
児
だ

っ
た
と
思

う
。
先
輩
が
し
っ
か
り
し
た
土
壌
を
作
っ

て
く
れ
た
の
で
:・
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

こ
ん
な
名
誉
に
浴
し
た
の
だ
か
ら
、
喜
び

と
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
。

臼田倉三きん

(23dL丘北)

急
に
知
、
わ
さ
れ
て
び
っ
く
り
し
た
。
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
以
上
の
も
の

は
な
い
。
兵
隊
の
期
間
も
含
め
て
、
三
十

八
年
近
く
勤
め
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
感

無
量
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
東
北
信
の
各
署

そ
し
て
、
最
後
は
上
回
で
の
十
五
年
が
、

ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
。

【4]16 11. 広報うえだ2.



r 郎タ

を6

はもうすぐです

も防寒あなたの水道に

水
道
管
が
凍
結
す
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
四
℃
以
下
に

な
る
と
、
水
道
の
凍
結
が
お
こ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
凍
結
防
止
を
し
て
、
冬
の

索
、
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

d

司
凍
り
や
す
い
と
こ
ろ

(v水道の凍結を防ぐには

メーターボックス内も
保温を

ぽろ布、発ぽうスチロールな

ど入れたビニール袋3-4個を

メーターを臨むように入れて、

保温してください。

①
北
側
に
あ
る
も
の

②
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

③
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
も
の

④
屋
外
に
あ
る
も
の

まず、蛇口、立上がり 、メーター

の順にタオルか布をかけ、その上か

らお湯をかけて解かしてください。

電熱帯のコンセント
を忘れずに

電熱帯が暖かくなる

か事前に確認しておき

ましょう 。

V破裂して水が吹き出たら

立上が 1)下の不凍栓かメーターボ

ックス内の止水栓で止めてください。

止まらないときは、破裂か所に布か

テープを巻き応急処置をして、 水道

局か指定工事庖へ修理の依頼を して

ください。

立上がり管に保温材を
立上がり管や蛇口の部分

に保温材や凍結防止帯を巻

きつけて水道管を外気から

守ってください。

お願い 宅地内の修理費は、個人

負担になります。 メーター破損も個

人負担になり ますので、ご注意くだ

さい。

[5] 

お問い合わせは...

上田市水道局 包⑫4100C代〉

広報うえだ'2.11. 16 



区 分 会職種

軍監員全体に占的
る手当支給職員 40.0% 
の割合

4寺 支車害対象職員 l
人当たり平均支 42，518円
給王手在員

F且

手当の種類
28 

事h (手当数)

務
衛生作集従
事手当、公

代
支給額の多 錨動物飼育

手 表 t提唱E手当、

的
い手当 行路死病人

当 な
取扱作業手

当

フE 手

年度 当
給食作業従

の 多〈の職員
事手当、市

) 

税事務従事
名 に支給され 手当、1m芥

称 ている手当
処理作業従

事手当

7.職員手当の状況

区分 上 回 市 ~ 野 P展 国

潮来
( 2年度支給割合) { 2年度支給割合) ( 2年度支給割合)

糊末手当勤勉手当 期末手当勤勉手当 期末手当 勤勉手当

手当 月分 月骨 月会 月骨 月骨 月*

6 月期 1.5 0.6 6 月湖 1.5 0.6 6 月期 1.5 0.6 
動 12月期 1.9 0.6 12月期 1.9 0.6 12月湖 1.9 0.6 
勉

手当
3 月期 0.5 3 月期 0.5 3 月期 0.5 

言十 3.9 1.2 針 3.9 1.2 計 3.9 1.2 

(支給率)自己都合勧奨・定年 (支給率}自己都合勧奨・定年 (支給率)自己都合勧奨定年

月分 月骨 月* 同舟 月令 月*

選
勤続20'年 21.0 28.875 勤続20年 21.0 28.875. 勤続20年 21.0 28.875 

勤続25~手 33.75 44.55 勤続25年 33.75 44.55 勤続25年 33.75 44.55 

唱邑
勤続35~手 47.5 62.7 勤続35年 47.5 62.7 勤続35年 47.5 62.7 

最高限度額 60.0 62.7 最高限度額 60.0 62.7 最高限度額 60.0 62.7 

手 加算縫鐙 特例給料月領制度 加算鎗置 特例給料月額制度 加算措置 特例俸給月額制度

当 特別昇給 原則 1号俸 特別昇給 原則 l号僚 特}JIJ昇給 原則 1号俸

千円

平均支給銭 2，122 22，627 

(;主)退職手当 |人当たり平均支給額は前年度にi昆職した全職種に係る職員に支給された平均額です.

支給総額 104，750千円
元 年 度

職員 l人当たり支給量向車 114千円
時間外勤務手当

支給総額 93，760千円
63年度

鞍員 l人当たり支総年額 103千円
一一一一 一 一一 8.昇給期間短縮の状況

区分 合計
一 般 技能

行政破 労務職

験員数 人 人 人

(A) 824 639 185 

元普通界
給英語問
(12-

24月) 人 人 人
年を短縮

して昇
給 した 14 11 3 

軍監員数
( B) 

度

比率 % % % 

(B)/(A) 1.7 1.7 1.6 

( 2年 4月1日現在) : 

区 ヲト 内 容 国の制度と異なる内容

配偶者 16，000円

扶養手当
配偶者以外の扶養絞族2人まで

それぞれ 4，500円
間

その他の扶養貌族 l人につき 1，000円

f昔*又はf昔簡に居住し、一定額を超え

住居手当 る家賃等を支払っている獄員及び自宅居 同

住総員に支給されます内

通勤のために交通機関等を利用してそ

i通勤手当 のヨI~聖書事を負担することを常伊jとする戦 巽
交通用具利用者の最高支給限度額

員に支給されます
10，460円(国 14，600円)

【6]広報うえだ'2.11. 16 

川
次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

川
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川

マ
高
橋
サ
ク
様

(
諏
訪
形
)

エ
ア
マ

川

ツ
ト
一

台
寝
た
き
り
者
な
ど
へ
の

川
貸
出
用
と
し
て

川
マ

N
T
T
上
田
支
庖
レ
デ
ィ

ー
ス
フ

川
ォ

l
ラ
ム

一
同
様

三

万

円

社

会

川
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

川
マ
若
林
正
五
梯
・
母
袋
恭
二
様

・
保

川
刈
定
美
横

各
十
万
円
社
会
福
祉

川
基
金
積
立
金
と
し
て

川
マ
資
源
活
用
広
場
運
営
委
員
会
様

川
六
千
八
百
円
社
会
福
祉
基
金
積
立

川
金
と
し
て

川
マ
緑
の
会
様

二
万
同

社
会
福
祉

川
基
金
積
立
金
と
し
て

川
マ
海
瀬
秀
夫
横

(
染
屋
)
電
動
式
べ

川

ッ
ド
、
室
内
用
ラ
ン
ナ
ー
、
光
線
医

州
療
器
各
一
台
報
思
寮
な
ど
へ

川
マ
南
雲
本
吉
様

(
染
屋
)
自
転
車
三

川
台
生
活
保
護
世
帯
へ

川
マ
フ
ジ
サ
ワ
薬
局
様

ラ
イ
ン
マ

l

川
カ
l
二
台
六
中
へ

川
マ
上
田
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

川

図
書
券
三
十
万
円
分
交
通
遺
児

川

へ
贈
呈

川
マ
匿
名

農
民
美
術
「
上
回
獅
子
」

川
額
一
面
市
役
所
展
示
用
に

川
マ
匿
名

点
字
図
書
(
二
十
冊
)
点

川
字
図
書
館
貸
出
用
と
し
て

川
マ
セ
ブ
ン
t
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
様



し岡市職員給与等のあらま
7職員の給与等の状況をお知らせします。

与 賢 い人当t月

間 平元手当「7 「iYA?

ょl11-214よ 14:?…I …山|…~ャ I~"・

2.職員給与曹の状況(一般会計予.Q:l

区
給

介職員数 一

人 千円
2年度 。

1851 12，550，749 

(注)1 .職員手当には逮捕陸手当を含みません

2.給与貨は当初予算に計上された額です

3.職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(2-4乙1月1目玉廷の:)

料

人件費率 63年度の

(B A)人件費率

人 | 千円 千円 千円 |

118，876126，507，083586，86615，868，7041 

資伶

B

人
支nx 

su守質実

1.人件費の状況(普通会社決算i

|住民奉本|歳出額
分 i台帳人口I--

E(年度末>j 内

12.3.31 ) 

区

% 

24.3 

% 

22.1 

元年度

(;主)人件費には、特別機に支給される給料、報酬i等を含みます

一 量2 行 Eま Z量 数 員E 労 務 唱邑
(g:令

平均給料月額 平均給与月貌 平均年齢 平均給料月鎖 平均給与月額 平均年齢

円 |
上田市

円 円 唱匝 同 官民

260，535 289，919 39.02 225，950 249，115 38.08 

長野県
円 首匝 円 員量

262，746 37.09 299，441 43.09 

5.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況は年明1臼現ω

区 分
経験年数 経 験 年 数 経験年未数満
7年以上10年未満 101手E人上15年未満 15年以上初年

大学卒
円 円

283，558 円204，542 236，940 
一般行政聡

円 円 阿
高校卒

169，050 187，200 239，900 

技能労務職 高校卒
内 円 円

157，284 176，565 219，040 

4.職員の初任給の状況(2.if. 4ηl 日現(t=) 

上 国 市 長 野 県 国
区 分

決定初任給 決定初伝絵 決定初伝給

大学卒
内 内 126，300円

132，100 132，100 ー146，600
一般行政破

高絞Z存
同 円 円

110，000 110，000 106，600 

一般行政職の級別職員数の状況は年4月1日現住)

E雪の級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 m 6 1& 7 級 8 級 9 級 10 級 11 級 言十

級 l 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 t& 10 級

!t章受的高度 高度の知11特に高度の Ul長繍佐 L課長

主事
の知111経験 経験を必要 知議経験を

係長
2.複雑図様 2. 1l~毒菌震

復絵図11な 1l絵図書Eな
告必要とす とする集務 必要とする な業務を な繁務を

上 領海約な職務内容
る察1事を行 を行う主事 .務を行う 行う係長 行う課長

業務を行う 部長 業務を行う

技師 う主~.t主 -筏飾 主事 ・妓鈎 主査 -主I 術佐
線長 部長

飾
国

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人• 員 数
19 39 151 138 114 114 44 13 5 2 639 

市
4膏 成 土ヒ

% % % % % % % % % % % % 

3.0 6.1 23.7 21.6 17.8 17.8 6.9 2.0 0.8 0.3 100 

書1
1年問成!t

% % % % % % % % % % % % 

1.3 4.7 25.2 19.4 21.7 15.5 7.9 2.4 1.3 0.6 100 

6. 

川

電
子
レ
ン
ジ
六
台

川
設
へ

川
マ
中
村
の
ぷ
様

(
仁
古
田
)
陶
芸
窯

州

一
式
川
西
公
民
館
へ

州

マ
長
野
ト
ヨ
ベ
ッ
ト
側
様

五
十
万

川
円

交
通
安
全
の
た
め
に

川

マ
池
田
医
院
横

図
書
二
十
八
冊
、

川
書
架
三
基
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
二
台
、

川
浦
里
小
学
校
へ

川
マ
金
弁
美
知
様

(
鈴
子
)
油
絵
一
点

州
東
塩
図
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

川

マ
上
回
さ
っ
き
会
様

一
万
一
千
七

川
百
三
十
七
円
社
会
福
祉
基
金
積
立

川
金
と
し
て

川

マ
森
国
孝
司
横

(福
井
市
)
点
字
図

川
書
三
十
八
冊
点
字
図
書
館
へ

川
マ
村
上
和
夫
様
(
末
広
町
)
図
書
三

川
十

九

冊

小

・
中
学
校
な
ど
へ

川

マ
金
沢
美
つ
様
(
鈴
子
)
図
書
二
百

州
五
十
冊
東
塩
田
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

川
マ
原
町

一
丁
目
商
庖
会
様

一

万

八

の
州
千
三
百
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

f

l

 

特

川
と
し
て

ゆ

酬

マ

上
小
遊
技
場
組
合
犠
軽
自
動
車

づ
一
川
二
台
上
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
協

i

l

 

ルル"
。
川
会
、
上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

M

1

1
1
 

条
で
川
マ
繍
流
通
マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
・

オ
レ
ン

飢

与
数

l

崎
湯
川
ジ
ハ

l
ト
様
図
書
券
二
十
一
万
円

1

栴
制
川
分
災
害
遺
児
の
た
め
に

忍

岬
酬
州
マ
小
井
戸
昭
二
横
(
下
川
原
柳
町
)

抗

い
州
文
庫
本
百
七
十
冊
北
小
学
校
へ

海

伐

川

マ
中
村
様
(
上
田
原
)
シ
ー
ツ
三
十

L

州
五
枚
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
四
枚
、
こ
た

1

川

つ
上
掛
け
三
枚
報
恩
寮
へ

[

社
会
福
祉
施

2.標準約な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。



お知らせア・弓・カ・ル ・ト

た
と
a
F
A
m
税

住
宅
ロ

ー
ン
等
を
利
用
し

て
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し

た
場
合
、
最
高
二
十
万
同
が

六
年
間
に
わ
た
り
所
得
税
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た

マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
資
金
を

父
母
等
か
ら
も
ら
っ
て
も
、

そ
の
額
が
三
百
万
同
以
下
の

場
合
に
は
贈
与
税
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

一
方
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取

得
な
ど
し
た
と
き
に
は
、
登

録
免
許
税
や
不
動
産
取
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

所
得
税
の
軽
減

住
宅
ロ

l
ン
等
を
利
用
し
て
自
分
で
住
む
た

め
の
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
購
入
し
た
と
き
や

増
改
築
等
を
し
た
と
き
は
、
居
住
の
用
に
供
し

た
年
か
ら
六
年
間
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
と

し
て
各
年
最
高
二
十
万
円
を
所
得
税
額
か
ら
控

除
で
き
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

-
控
除
額
の
計
算

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
7
ち
、
建
物

・
増
改
築

等
の
部
分
の
年
末
残
高
(
最
高
二
千
万
円
)
×

一
%

-
控
除
を
受
け
る
た
め
の
主
な
要
件

①
新
築
、
購
入
ま
た
は
増
改
築
等
を
し
た
臼
か

ら
六
か
月
以
内
に
居
住
の
用
に
供
し
、
引
き
続

-

A

す

公

職

選

挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
今
年
二
月
か
ら
、
公
職
の
候

f
i
d
補
者
ま
た
は
公
職
の
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
(
公
職
に
あ

‘、L
、SLV

回
市
て
る
者
を
含
む
)
は
、
そ
の
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
、
年
賀

ト
l

町
れ
状
、
輪
代
、
中
見
舞
状
、
暑
中
見
舞
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
(
包
報

汁

U

E

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
含
む
)
を
出
す
こ
と
が
、
公
職

で

4
4

選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
答
礼
の
た
め

で
y

の
自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

の

r・
時
節
が
ら
、
年
賀
状
の
用
意
を
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す

怯

.1

が
、
以
上
を
ご
理
解
さ
れ
、
右
記
に
あ
た
る
か
た
が
た
は
、
特
に

致
、
年
賀
状
に
つ
い
て
の
違
反
が
な
い
よ
う
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

時

あ

マ

問

い

合

わ

せ

上

田

市

選

挙

管

理

委

員

会

(

内

線

1
6
7
1
、

3

1
6
7
2
)
 

き
居
住
し
て
い
る
。
②
床
面
積
が
四
十
耐
以

上
。
③
そ
の
年
の
所
得
金
額
が
三
千
万
円
以

下
。
④
民
聞
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
の
住
宅
ロ

ー
ン
を
利
用
。
⑤
住
宅
ロ

ー

ン
等
の
返
済
期
聞
が
十
年
以
上
で
、
か
つ
分

割
返
済
で
あ
る
、
な
ど
。

広報うえだ'2.11. 16 [8] 

贈
与
税
の
軽
減

父
母
ま
た
は
祖
父
母
か
ら
一
定
の
要
件
に

当
て
は
ま
る
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け

た
場
合
、
五
百
万
円
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価
額
を
五
分
の

一
し
て
税
額
を
計
算
し
、
そ
の
税
額
を
五
倍

し
て
納
税
額
を
計
算
す
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
る
と
、
三
百
万
円
ま
で
の
住

宅
資
金
の
贈
与
に
は
、
贈
与
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

例年、冬場に入ると、各地で灯油など

の流出事故が発生し、河川などを汚染し

ています。次の点に注意しましょう。

[>配管の結合部やパルプなどの点検を。

[>注油中は絶対にその場を離れない。

[>防油堤の点検を(特にパルプは常に閉

めておく Lまた、未設置の施設は早急に

ー ・設置を。

・問い合わ

せ 消防本

部、各消防

署 ・分署



冬
道
の
主
役

どそろ
~② 

事知らせア・号・カ・，1，・ト

ス
タ
ツ
"
ト
レ
ス

冬
道
の
足
と
し
て
使
わ
れ
る
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、
ヲ
ェ

l
ン
装
着
の

わ
ず
ら
わ
し
さ
は
解
放
し
ま
し
た
が
、

そ
の
反
面
、
傑
刻
な
ス
パ
イ
ク
粉
じ

ん
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
問
題

も
、
公
害
等
制
盤
委
只
会
の
調
停
に

よ
り
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
製
造

・

販
売
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
進
展

を
み
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年

六
月
二
十
七
日
に
公
布
施
行
さ
れ
た

「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
発
生
の

防
止
に
関
す
る
法
律
」
で
、
国
民
だ

れ
も
が
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
発

生
の
防
止
に
努
め
る
と
さ
れ
、
ま
た
、

平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
は
ス
パ
イ

laa----E四四目

-Ea---
4
喝

先月27日・ 28日の消費生活展(中央公民

館など)でも「脱スパイクJ をPR

ク
タ
イ
ヤ
使
用
の
禁
止
地
域
も
指
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
脱
ス
パ
イ
ク

が
い
っ
そ
う
の
前
進
を
み
ま
し
た
。

こ
の
冬
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
で

道
路
航
悔
や
粉
じ
ん
の
発
生
に
対

す
る
解
決
策
と
し
て
、
昭
和
五
ト
七

年
に
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
が
誕
生

し
ま
し
た
。

ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

の
ス
タ

ッ
ド
と
は
ス
パ
イ
ク
の
こ
と

で
、
こ
れ
は
文
字
ど
お
り
ス
パ
イ
ク

を
使
わ
な
い
(
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
)
で

氷
雪
路
に
お
け
る
走
行
性
能
を
高
め

た
冬
道
用
の
タ
イ
ヤ
で
す
。
低
温
で

も
し
な
や
か
さ
を
失
わ
な
い
特
殊
な

配
合
の
ゴ
ム
を
用
い
、
タ
イ
ヤ
と
氷

雪
面
と
の
接
地
面
積
を
大
き
く
し
て

摩
擦
力
を
高
め
(
図
1
)、
ま
た
、
タ

イ
ヤ
の
講
の
形
を
工
夫
(
図

2
)
し

氷
雪
面
を
ひ

っ
か
き
や
す
く
し
て
、

よ
り
走
り
や
す
く
ま
た
止
ま
り
ゃ
す

く
し
て
い
ま
す
。

ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
ほ
と

ん
ど
の
雪
道
に
対
し
て
、
じ
ゅ
う
ぶ

ん
な
制
動
性
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
条
件
の
厳
し
い
凍
結
路
で

は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
よ
り
や
や
止

ま
る
距
離
は
長
く
な
り
ま
す
(
表
1
1

(40km/h) 

圧 曾 路 i凍 車事 路

制園町泥.. 
スパイクタイヤ

伽UIIJ経費E
スノfイクタイヤ

100とする指数 l∞ とする指数

スタッドレスタイヤ 20.9m 102 55.4m 90 

スノータイヤ 22.7m 94 66.lm 75 

スパイクタイヤ 21.3m 100 49.7m 100 

〔図1)ゴムと凍結路面

との接触状況

ま
た
、
こ
う
配
が

8
%
の
滑
り
や
す

い
圧
雪
路
で
も
坂
道
発
進
が
可
能
で
、

こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
一
般
国
道
の

こ
う
配
を
ク
リ
ア
で
き
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
(
表
2
1

〔表 1)庄雪路 ・凍結路における制動性能大
型
車
問
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
も
販
売
巳

氷
雪
上
性
能
の
問
題
か
ら
製
造
販

売
が
遮
れ
て
い
た
大
型
車
用
の
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
も
、
こ
の
冬
か
ら

本
格
的
に
販
売
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

よ
り
脱
ス
パ
イ
ク
が
進
む
も
の
と
思

宣言聾ち

7-， ットレス 従来の

9イヤのヨム コム

v..... ・・圃，
〔表2)主な坂道のニう配

坂 道 ニう配(%)

国道143-1号線Jflガード下 6.1 

国道143号線Jflガード下から駅の方 8.0 

駅前の歩道橋下 2.8 

上田駅から鷹匠町惜号手前 4.5 

国道144号線千幽荘前 6.0 

染屋浄水織機 17.0 

明治就業前 5.0 

祢海銀常国池の上 5.5 

わ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
協

力
が
な
け
れ
ば
、
粉
じ
ん
の
な
い
き

れ
い
な
空
気
は
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
冬
こ
そ
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
と
チ
ェ

ー
ン
で
雪
道
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ

ン
抜
き
機
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

(内

線

1
3
8
9
)
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rJ、、へんす盛 1)上/j>1) 

“楽市楽座"

11月3日、 4日に松本

市あがたの森公園で、 r'90

信濃の国・楽市楽座」が聞

かれました。県内各地の

味覚や芸能が大集合。に

ぎやかなイベン卜でした。

所週人長てで 一一一一一一 1マ のり定築年びり各壊な定壊 るり置 ーーーーーー
を問権野明は十 2 問 で 、資きー各壊支しり資さ今も壊な家 lf~ 
開を 擁地 る人二 人 9 い ご家 産 れ 月 支 し 所 届 ま 産 れ 年 の し ど 屋 収
設中護方い権 月 権 6合協屋税た一所属へ出す税たのはた)( おり
し心委法社週 四 相 ) わ 力 の が 家 日 に 出 提 書 の が 家 十 あ ま の 住 早壊
まに員務会問日 開 談 せ く評課屋まあ書出 」 で課屋こりま -zR めし

て注量225吹 設所 資 ZF警RZ;弘主喜子警qZ32?倉 に家
よ会問〈 。ら し 産いおれ来新す資〈産年れ来日んけた庫 届屋
りで支る人向 ま 税。伺る年築 。産だ税中な年まかには、 け
人は局た権十寸 諜 いこ度まな税さ課にい度で。な全率 山
権、とめを 日 ヌ ( しとかたお課円ま「こかに つ部庫 27 
相人上に守(月) 内 まとらは、お 4た取とら取 てを、 官

談権回、つ ま 線 すな閏増来よ取はりに固り い取物

が日(・ 業くまく集 ・・・・・・ 人権相談所日程表 上 マ す相気ど題
、ω十+はだすみ中毎 回 問 。談軽の、相

室長貢貢去三宅TZ f ZJ|と き| と こ ろ |寄 与 長5E建議
し替二 三 と。 、がたこ の与 |12.FJ4日(火)1ほていや上回庖 1=わ 料相で問題

字官古ITZ蓄ZC F 申 iI I)11 商公民館 liせ 五手福題土
) と日(日) で、とな、は しみ I I神川地区公民館 I~ 長 密だみい地

年明) Sす年早いご、 お込号 112月6日(木)1 ~ ..JII_j~_~._~ ~. t.'P; 1 2野 はきのじ問
、一 。末め場希申早 み I --" --， " I転作促進研修センター Ig地 厳いかめ題

iE里2 25会書色 めは | 1 '_"(塩田公民館隣) liZ ZJ Gム日
で 十日 の相あ日み に " J 務 れお 、罰和
す 九 (*) 休談りにが 時間は各会場とも午前10時~午後 3時 局 ま、おな間

み 一 一 一 一 院 泊 l -F遮;~~.-~J へ みと後 無し II 二二二二 9境 マ
なふ 当ヲ;.~，l時為当宍?一日調 十 ー ー マ 料、今の市 4.-， .........施 間
どド 「上 skr-R陸翠宮za--7:一 生 三 時 と で講 、主 、 お
を 4おな思 ¥巴全亘書置副EF1月活 三 き す演私?催県 気 組 合

計 出字ェ ¥11ンιERーに守護お十。村山 消竪 れ
門 て か、 玄 if‘薗妻戸iづ:4;f 一 課 公 1ー い で地 図 費 I¥: 浄
家い け 主 意 :Jd 主fhJB(民三月 まき 球消 生空 間上
がる 相 哩_..~.\~~?~~~:' • {!::;~;}・'. ま内館時こする環費 活つ
相経く翠 li川河童F三f?; "-~ "':";:;iじ で線 三十 。こ境生 活ヂ 宮 地

問 ぎ音 !みvy ¥1uzzt喜三与を撃で 問
2 2ぃK 23:?;iZ222???22場の そi主マを 古島 25 :護

問診者不談商時 りん 設統り
商断 動 内 工 iマ まも法し きま
工士弁産 容 会午 と すご律まにす
会な護、 議後 き の利やして
議ど士求経所四 で用年え陸今
所 、人営 ( 時十、で金 ー康年
( マ 税な診五 二おきな 」 は
宮間 程ど断階 マ 月気るど の 「
⑫ い 士 ベホ と 三軽コ、 コ 許
4 合、マ Y Iこ 日に |ー |認
5わ 中相ハル ろ (月日どナ般 ナ 可

化Oせ小談悩 ) 午う !の |登
O 企 担 :Zマ 上前ぞが皆 を録
)上業 当 時 相 国十 。あき 新手

[10] 

パス・電車 田陣----:Jino)

みれ3\~'テー 一ー『哩哩主
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、-司2月の相談 今月の納税

5期

納期限は竹月30日です

国民健康保険税
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自主納付のかた、口座振替が便利です/

応
募
し
ま
し
ょ
う

私
の
ま
ち

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

マ
規
格

白
黒
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

…
ト
(
ス
ラ
イ
ド
、
組
写
真
を
除
く
)

…
で
サ
ー
ビ
ス
版
以
上
か
ら
四
つ
切
り

…
ま
で

マ
応
募
上
の
注
意

①
一
人

…
何
点
で
も
可
②
未
発
表
ま
た
は
他
に

…
応
募
し
て
い
な
い
作
品
①
作
品
の
袈

に
題
名
、
縦
影
場
所
(国
内
)、
撮
影

一
年
月
日
、
作
品
の
意
図

(必
要
な
場

…
合
)、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

マ
と
き

相 験 名 日 時 会場など

12月14日(金)

法 律 相 談 13: 30-15 : 30 
市

予約先は生活環

(予約制) 12月21日(金)
役所

境課(内線1388)
13 : 30-15 : 30 

人権 ・悩みごと相蹴
12月6日(木) 宮 市民相談室

13: 00-16 : 00 ⑫ (南庁舎3階)

12月13臼(木)
4 

市民相談室
土地 ・建物相蛾 1 

13:00-16:00 。(南庁舎3階)

12月1日(土)
。

農業委員会
農地問題相賊

8 : 30-12 : 30 (本庁舎2階)

守'ー1 政 相 Z炎
12月10日(月)

西武デパート10: 00-15 : 00 

心 配ごと相 官炎
毎週火曜日

10: 00-15 : 00 社会福祉協議会

法 律 相 E炎
12月15日(土) 宮 ⑫ 2025
10: 00-正午

法 律 相 談 12月19日(水)

(予約制) 13: 00-15: 00 上回商工会議所

保倹年金相談
毎週月~金曜日 E ⑫ 4500 
9 :00-16:00 

市 民 相 3炎 毎週月~土曜日(午前) 生活環境諜

消費生活相談 9 : 00-17 : 00 市 (南庁舎3階)

青少年相験
毎週月~土曜日(午前)

f支
青少年課

9 : 00-17: 00 告 ⑫ 8080

生 徒指導相 官炎
毎週月~金略目 所 学校教育課

9 : 00-17 : 00 ( 4階)

市政テレビrJ弘れ，，\，~上回」

1 1月23日(金)放映

市民の山

太郎山讃歌

11月23A幽午前11時00-11時30分

信越放送(SB C)で放映し ます。
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保健ttt

保健予防諜(内線1374)

12月の乳幼児健康診査

t>受付時間 いずれも午後 l時-2時 t>持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳 6か月児)01歳6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にある健康診査票に記入してお持ちください。 3歳児

の健康診査票は、様式が変わりました。また、視聴覚

検査のアンケー トも加わりましたので用紙をお送りし

ます。ご記入のうえ健診にお出かけください。

保健センター (市役所南庁舎 2階)

佐' 呈開p
占、， 実施日 生 年 月 日

4 か 月
12月11日 2.7.16-31 

12月18日 2. 8. 1-15 

10 力、 月
12月13日 2. 1.16-31 

12月25日 2.2.1-15 

1歳 6か月
12月12日 冗 .5.16-31 

12月19日 5[;. 6. 1-15 

3 歳
12月3日 62.11. 1-15 

12月10日 62.11.16-30 

塩田母子健康センター(塩田地区)

4 か月 I.~=_ ~ I2.7.16- 8.15 
I 12月5臼 1

10 ヵ、月 I
~~ " V 

- I 2. 1.16-2.15 

3 歳 I12月14日 I 62 . 10. 1 -11. 30 

川西社会福祉センター(川西地区)

4 か月 I I2.7.16-8.15 
10 か月 I12月7日 | 2.1.16-2.15 
1歳 6か月 I I 元.5.16- 6.15 

年に|度は受診を

子宮がん検診

30歳を過ぎたら、年1回は子宮がん検診を、別表の

委託医療機関へ事前に連絡してからお受けください。

なお、子宮体部がん検診は、子宮頭部がん検診のと

きに、医師が必要と認めた人が受診できます。

t>対象 30歳以上の女性 (市民)t>費用 頭部がん

のみ1，000円、頚部がんと休部がんで1，700向。なお、

次のかたは無料。①70歳以上②生活保護、市民税非課

税世帯の人 (②の人は受診前に保健予防諜へ連絡を )

t>持ち物 保険証

子宮がん検診医療機関一覧表 (50音順)

医療機関名
電話 ，ぷ.<Il.、 イ寸 時 間
番号 午前 午後

上 田市産院 ⑫1573 8:30-11 :00 

--------共立産婦人科 ⑫8480 9:00-11 :00 2:30-5:00 

国立東信病院 ⑫1890 8: 30-11: 00 

--------竹内産婦人科 ⑫1321 9:00-正午 1:00-5:30 

豊田 医院 ⑫1158 9:00-正午 3:00-5:30 

長岡産婦人科 ⑫4370 9: 00-11: 40 

--------新美産婦人科 @0012 9:00-正午 3:00-6: 00 

服部産婦人科 ⑫2830 9:00-12:30 2:00-5:30 

三浦産婦人科 ⑫0350 9:00-1 :00 

---------三好町産婦人科 ⑫2381 9: 00-11: 30 2:00-5:30 

※二の検診は、目篭目、祝日は各医療機関とも実施しません。

※土曜日午後休診の医療機関があるので、事前に必ず連絡を。

ポリオ生ワクチンを投与(2回目)

2回目を別表のとおり行います。詳しくは、10月1

日付け「広報」をご覧ください。

ポリオ(小児まひ)予防接種目程表(秋期)

会 士発 名
核種目

対象地区
2 回

t毎回母子健康センター
11/29附

I毎 回 !

JlI 辺 町 ぷ~、 自官 川 辺 ・泉国

市保健セ ン タ ー 11 東 部 ・南部

(市役所南庁舎 2 ~皆 ) 月 中 央 ・北部
30 

神川地 区 公民館 日 神 JlI 

好 町 4Z5
玄
h 館 幽 城 下

市保健セ ン タ ー 12 西部 ・滋 尻
{市役所衛庁舎 2ft皆) 月

5 
上釘F が丘公民館 日 神 科 ・盟殿

川商社会福祉センター
(7j() 111 西

※1回目と 2回目の間隔は、 6週間以上あけてください。
※駐車場が狭いので、撃はなるべくご遠慮ください。

動く心の健康相談

市では次により「動く心の健康相談」を聞き、市民

の皆さんの相談をお受けします。どうぞお気軽にご相

談ください。

t>とき 12月7日樹午後 1時30分-3時30分 t>と

ニろ 塩田公民館 t>相談内容 ①夜眠れない②いら

いらして落ち着かない③学校を嫌がるなど (相談には

専門の医師があたり、秘密は厳守します)t>申し込み

12月1日仕)までに保健予防課 (内線1376)、塩田支所

(fi⑮3000)までど うぞ。
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